
•

湯野小 平成29年 9月 学校だより 

＜学校評価アンケートの結果について＞ 
   

 29年度前期学校評価アンケート調査に際し、保護者の皆様にご協力をいただき、誠にありがとうござ

いました。その結果を分析し、より良い学校づくりに向け取り組んでいきたいと思っています。 
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10.ゲーム２時間以内 

9.毎日朝食を食べている 

8.進んで元気にあいさつをしている 

7.学校や家でよく読書をしている 

6.家で（10×学年＋10分）勉強している 

5.算数の授業がよくわかる 

4.国語の授業がよくわかる 

3.クラス会議に進んで取り組んでいる 

2.思いやりがあり、いじめのないクラスである 

1.学校が楽しい 

A：よくあてはまる 

B：あてはまる 

C：あまり 

D：あてはまらない 

児童アンケート結果 

・保護者アンケート設問NO.１～３については概ね好評価をいただきました。しかし、NO.３の設問と児

童アンケートNO.1、２については、たとえ少数でも重大な課題であると捉えています。個別、または全

体に多方面からの取り組みを企画し、解決に向けて最大限努力していくつもりです。 

・「子どものあいさつ」では、保護者アンケートNO.６と児童アンケートNO.８で比較すると、両者に意識

のずれ（実態）が見られます。TPO（時、場所、場合）に応じた挨拶ができる子どもたちを育てるよう連

携を強めていきたいと考えています。 
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9.私は、子どもとメディア視聴時間の話し合いをしている 

8.私は、地域の子どもに挨拶や声かけをよく行っている。 

7.子どもには、基本的生活習慣が定着している 

6.子どもは、進んで挨拶している 

5.子どもは、よく読書をしている 

4.子どもは、家で（10×学年＋10）分勉強している 

3.子どもは、喜んで学校に行っている 

2.学校は、よく相談に応ている 

1.学校は情報提供をよくしている 

そう思う 

やや思う 

あまり 

思わない 

わからない 

保護者アンケート結果 
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＜新項目＞
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H29前期 

H28前期 

1.学校は楽しい 

A：よくあてはまる 

B：あてはまる 

C：あまり 

D：あてはまらない 
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H29前期 
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2.クラスには思いやりがあり、いじめがない 

A：よくあてはまる 

B：あてはまる 

C：あまり 

D：あてはまらない 
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3.クラス会議に積極的に参加している 

A：よくあてはまる 

B：あてはまる 

C：あまり 

D：あてはまらない 
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H29前期 

H28前期 

4.国語の授業がよくわかる 

A：よくあてはまる 

B：あてはまる 

C：あまり 

D：あてはまらない 

0% 50% 100%

H29前期 

H28前期 

5.算数の授業がよくわかる 

A：よくあてはまる 

B：あてはまる 

C：あまり 

D：あてはまらない 

0% 50% 100%

H29前期 

H28前期 

6.家で（１０分×学年＋１０分）勉強している 

A：よくあてはまる 

B：あてはまる 

C：あまり 

D：あてはまらない 

0% 50% 100%

H29前期 

H28前期 

7.進んで挨拶している 

A：よくあてはまる 

B：あてはまる 

C：あまり 

D：あてはまらない 
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H29前期 

H28前期 

8.毎日朝食をとっている 

A：よくあてはまる 

B：あてはまる 

C：あまり 

D：あてはまらない 

0% 50% 100%

H29前期 

9.ゲームは２時間以内としている 

A：よくあてはまる 

B：あてはまる 

C：あまり 

D：あてはまらない 

児童アンケート（昨年度同期との比較） 

・全体的には、昨年とほぼ同様の結果になりました。今年度、学校研究を算数科の授業改善に取り組んでい 

 ますので、NO.5の設問の結果がわずかでも上昇したことは、大変うれしく、教職員の士気も上がることと思 

 います。 

・NO.6の家庭学習について、上昇しているものの、まだ十分とは言えません。今後、各学年で効果的な呼び 

 かけ方法を考え実践したり、家庭学習通信で結果を発信したり、学級ＰＴＡでも話題にし保護者との連携を 

 図っていきたいと考えていますので、よろしくお願いいたします。 

・NO.9のゲーム時間について、今年度の新たな設問ですが、CとDの合計が２５％となっています。今後、 

 「親子スイッチオフ作戦」で規制するだけでなく、子どもの安全、あるいは健康の視点から取り組みを強化し 

 ていきたいと考えています。 


